
広報WARABI ● 平成27年９月１日発行 ／ 発行所・蕨市役所
● http://ｗｗｗ.city.warabi.saitama.jp/
● 蕨市の面積　５.11km２

● ８月１日現在人口：72,917人 前月比    ＋72人
 　　　　　　　　　   男 37,086人　女 35,831人
　　　　　　　　　 世帯数：36,575
　　　　　　　　　 人口密度：14,269人／km２

2015/平成27年
わらび・773

蕨高校に通うドイツ人留学生
夏休みに中山道をぶらり散歩
　３月にドイツから来日し、蕨高校に
通うアイリーン・ブロッケルさん（16
歳）。先月、ホームステイ先（中央１丁
目）の近所に住む長

なが
澤
さわ
舞
まい
香
か
（16歳）さん

と中山道を散策し、その景観を楽しみ
ました。留学期間は来年１月まで。蕨
の魅力をたくさん見つけてくださいね。

～今月の特集～
◦歩いて動いて健康づくり
◦わらび機まつり

立ち寄った歴史民俗資料館分館の縁側で、
長澤さんから説明を受けるアイリーンさん
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最
近
、注
目
を
集
め
て
い
る「
健

康
寿
命｣

。こ
れ
は
65
歳
に
達
し
た

人
が
あ
と
何
年
自
立
し
て
生
き
ら

れ
る
か
を
示
し
た
期
間
の
こ
と
で
、

こ
の
年
数
を
ど
う
延
ば
す
か
が
、

全
国
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

埼
玉
県
で
は
、
65
歳
に
達
し
た

人
が
要
介
護
度
２
以
上
に
な
る
ま

で
の
平
均
的
な
年
数
を
健
康
寿
命

と
し
て
、
自
治
体
ご
と
に
算
出
し

て
い
ま
す
。
平
成
25
年
の
蕨
市
民

の
健
康
寿
命
は
、男
性
が
16
・
45
、

女
性
が
19
・
84
で
、こ
こ
数
年
、横

ば
い
の
状
況
で
す（
右
下
グ
ラ
フ
）。

　

こ
の
年
数
を
延
ば
す
た
め
に
は
、

生
活
習
慣
や
食
生
活
の
改
善
に
加

適
度
な
運
動
で
健
康
ア
ッ
プ

え
、
適
度
な
運
動
も
重
要
で
す
。

な
か
で
も
、
し
っ
か
り
歩
く
こ
と

と
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
、
健
康

づ
く
り
の
両
輪
と
も
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
内
臓
脂

肪
を
減
ら
し
生
活
習
慣
病
予
防
に
、

筋
力
ア
ッ
プ
は
基
礎
代
謝
を
上
げ

太
り
に
く
い
体
を
作
る
ほ
か
、
寝

た
き
り
対
策
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

市
内
で
も
、
運
動
に
励
ん
で
い

る
人
を
多
く
見
か
け
ま
す
が
、
そ

の
一
方
で
、
き
っ
か
け
や
時
間
、

知
識
が
な
く
、
最
初
の
一
歩
を
踏

み
出
せ
な
い
人
も
少
な
く
な
い
と

思
い
ま
す
。
ま
ず
は
始
め
て
み
る

こ
と
が
た
い
せ
つ
で
す
。
一
例
と

し
て
、
効
き
目
の
あ
る
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
を
ご
紹
介
し
ま
す
（
３
㌻
下

段
囲
み
参
照
）。皆
さ
ん
も
自
分
の

ペ
ー
ス
で
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

ウォーキング　筋力アップ

健康密度も日本一のまちへ
　市では、市民の皆さんがいきいき
と生活できるよう、さまざまな取り
組みを進めています。今月からは、
「ウォーキングと筋力アップで健康
密度も日本一プロジェクト」がス
タートしました。２、３㌻では、適度
な運動による健康づくりや同プロジ
ェクトの概要についてご紹介します。
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蕨市の健康寿命（平成21年～25年）

－ 参 考 －
埼玉県の健康寿命

（平成25年）
男性 16.85
女性 19.75

※1 埼玉県ホームページより抜粋
※2 厚生労働省による都道府県別健康寿命とは算出方法が異なります

H21　　　　H22　　　　H23　　　　H24　　　　H25

19.49 19.81 19.79 19.77 19.84

16.01 16.48 16.52 16.52 16.45

男性 女性

×

特集：歩いて動いて健康づくり

→午後５時）専用電話＝☎0570･003･110　秘密は厳守　詳細＝さいたま地方法務局人権擁護課（☎048･859･3507）
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れ
ま
で
、
健
康
づ
く
り
を

進
め
る
上
で
、
ど
ん
な
運

動
に
ど
の
程
度
取
り
組
め
ば
い
い

の
か
と
い
う
指
標
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。そ
こ
で
私
は
、健
康
長
寿

の
た
め
の
共
通
の
も
の
さ
し
を
つ

く
り
た
い
と
考
え
、
平
成
12
年
か

ら
群
馬
県
中な
か

之の

条じ
ょ
う

町
で
研
究
を
行

い
ま
し
た
。こ
の
研
究
で
は
、65
歳

以
上
の
全
町
民
約
５
０
０
０
人
に

活
動
量
計
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
、

駅前通
り

市役所
通り

中央公園

蕨
　駅埼玉り

そな

銀行

わらび健康アップ
ステーション

城址
公園

び
健
康
ア
ッ
プ
モ
ニ
タ
ー
を
選
出
。

貸
与
し
た
活
動
量
計
を
携
行
の
上
、

東
京
都
健
康
長
寿
医
療
セ
ン
タ
ー

研
究
所
・
青
栁
幸
利
さ
ん
（
上
囲

み
）
発
案
の
健
康
法
な
ど
に
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
、
６
か
月
後
に

効
果
の
検
証
を
行
い
ま
す
。

　

更
に
先
月
31
日
に
は
、
同
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
拠
点
・
わ
ら
び
健
康

ア
ッ
プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン（
左
囲
み
）

が
埼
玉
り
そ
な
銀
行
蕨
支
店
内
に

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
モ
ニ
タ
ー

だ
け
で
な
く
、
ど
な
た
で
も
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

東京都健康長寿
医療センター研究所
医学博士

青
あお

栁
やぎ

 幸
ゆき

利
とし

 さん

開設期間／来年３月31日まで
開設時間／平日の午前10時～午後４時半
ところ／埼玉りそな銀行蕨支店１階ロビー
サービス内容／
　①健康チェックサポート
　　　　　　（血圧測定、体組成測定など）
　②活動量計の無料トライアル
　　　　　　　　　及び健康度評価
　③ウォーキングスクールなど各種イベント
　④簡単な健康サポート　　　　　　など
問い合わせ／同ステーション
　　　　　　（中央３-18-３ ☎090・8516・5100）

意
識
を
高
め
る
新
た
な
事
業

　

市
で
も
現
在
、「
わ
ら
び
健
康

ア
ッ
プ
計
画
」に
お
い
て
、運
動
・

身
体
活
動
を
重
要
な
分
野
と
し
て

掲
げ
て
い
ま
す
。そ
し
て
今
月
、健

康
長
寿
埼
玉
モ
デ
ル
と
し
て
、
県

の
推
奨
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ノ
ウ

ハ
ウ
、
補
助
金
な
ど
を
活
用
す
る

「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
筋
力
ア
ッ
プ

で
健
康
密
度
も
日
本
一
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
運
動
習
慣
の
な
い

人
、
生
活
習
慣
や
健
康
に
不
安
の

あ
る
人
を
中
心
に
、
事
前
に
わ
ら

～Profile～
　15年間の追跡調査
の結果から「メッツ
健康法」を提唱。この
取り組みが全国に広
がっている。著書に
『あらゆる病気を防
ぐ｢一日8000歩・速歩
き20分｣健康法』など

８月24日には市民体育館で講演

１
日
の
歩
数
と
運
動
の
強
度
を
集

約
し
、デ
ー
タ
を
解
析
し
ま
し
た
。

　

10
年
以
上
に
わ
た
る
継
続
調
査

の
結
果
、
多
く
の
病
気
を
予
防
す

る
指
標
は
、「
１
日
平
均
８
０
０

０
歩
歩
き
、
そ
の
う
ち
速
歩
き
な

ど
の
中
強
度
の
活
動
を
20
分
」
と

い
う
こ
と
が
導
き
出
さ
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
こ
の
定
義
に
基
づ
い
た

取
り
組
み
を
２
か
月
続
け
る
と
、

健
康
長
寿
遺
伝
子
の
ス
イ
ッ
チ
が

オ
ン
に
な
る
の
で
す
。

　

こ
の
健
康
法
は
、
健
康
長
寿
だ

け
で
な
く
医
療
費
の
抑
制
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。
誰
で
も
気
軽
に
実

践
で
き
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
も
ぜ

ひ
取
り
入
れ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

共通の基準は
　１日8,000歩・
　　中強度20分実施

【主な活動内容】
　・簡単な測定・検査などの支援
　・ウォーキングなど各種イベントの支援
　・同ステーションのご案内　　　　　など
申し込み・問い合わせ＝同ステーション

同ステーションで蕨の健康長寿を支える
　 わらび健康アップサポーターも募集中

埼玉りそな銀行
蕨支店内に開設

効き目のあるウォーキング ３つのポイント

ポイント①
目線はまっすぐ
遠くを見て

ポイント②
膝を伸ばして
かかとから着地

（半歩広く）

こ

埼玉りそな銀行と協働でＯＰＥＮ

Interview

わらび健康アップ
　　　ステーションの概要

ポイント③
肘を曲げて
腕を引く
イメージで！

｢高齢者・障害者の人権あんしん相談｣ 強化週間／７日～13日　午前８時半～午後７時（12日･13日は午前10時～→
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世
帯
の
人
が
、
市
内
の
民
間
賃
貸

住
宅
を
借
り
る
と
き
に
保
証
人
を

確
保
で
き
ず
、
保
証
会
社
の
家
賃

等
債
務
保
証
制
度
を
利
用
し
た
場

合
に
、
初
回
保
証
料
の
２
分
の
１

（
３
万
円
ま
で
）を
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
助
成
／

70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し
か
、
配

偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上
の
夫
婦

世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
が
民
間
の
賃
貸
住
宅
に
住
み
、

①
月
額
１
万
円
以
上
３
万
円
未
満

の
家
賃
を
支
払
っ
て
い
る
場
合
は
、

月
額
６
０
０
０
円　

②
月
額
３
万

円
以
上
６
万
円
以
下
の
家
賃
を
支

払
っ
て
い
る
場
合
は
、
月
額
１
万

円
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
予
防
の
た
め
の
住
宅
改

修
費
を
助
成
／
手
す
り
の
取
り
付

け
や
段
差
解
消
、
床
材
の
変
更
、

扉
や
便
器
の
取
り
替
え
な
ど
の
改

修
。
対
象
＝
次
の
①
～
③
全
て
に

該
当
す
る
人　

①
65
歳
以
上
の
在

宅
高
齢
者　

②
介
護
保
険
制
度
で

要
介
護
・
要
支
援
に
該
当
し
な
い

人　

③
世
帯
全
員
が
市
民
税
非
課

税　

助
成
額
＝
改
修
費
用
の
３
分

の
２
以
内
で
上
限
は
10
万
円

　

●
社
会
福
祉
法
人
等
利
用
者
負

担
軽
減
助
成
／
介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
中
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
で

生
計
が
困
難
な
人
（
条
件
あ
り
）

に
負
担
の
一
部
を
軽
減
し
ま
す
。

　

●
福
祉
入
浴
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
で
自
宅
に
お
風
呂
の
な
い
人

か
、
70
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
人
に
毎
月
４
回
分
（
７
月

と
８
月
は
６
回
分
）
の
公
衆
浴
場

の
入
浴
券
（
１
０
０
円
の
自
己
負

担
あ
り
）
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
福
祉
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
70

歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
世
帯
の

人
に
年
５
回
分
、
理
美
容
の
割
引

券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
徘
徊
高
齢
者
等
家
族
支
援
サ

ー
ビ
ス
／
徘
徊
行
動
の
あ
る
高
齢

者
が
専
用
端
末
機
を
携
帯
す
る
こ

と
で
、
家
族
が
本
人
の
居
場
所
を

確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
軽
減

助
成
／
居
宅
及
び
地
域
密
着
型
の

介
護（
予
防
）サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用

　

●
敬
老
祝
金
／
９
月
１
日
現
在

で
、
蕨
市
に
引
き
続
き
１
年
以
上

住
ん
で
い
る
左
表
の
年
齢
の
人
に

お
祝
い
金
を
お
贈
り
し
ま
す
。

の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人
に
、

負
担
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

●
家
族
介
護
慰
労
金
／
介
護
保

険
の
要
介
護
が
４
か
５
で
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
１
年
以
上
利
用
し
て

い
な
い
人
を
、
在
宅
で
介
護
し
て

い
る
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
家
族

に
、年
額
10
万
円
を
支
給
し
ま
す
。

　

●
在
宅
要
介
護
高
齢
者
手
当
／

在
宅
で
要
介
護
度
が
重
い
低
所
得

の
高
齢
者
に
、
月
額
５
０
０
０
円

を
支
給
し
ま
す
。
対
象
＝
介
護
保

険
被
保
険
者
で
、
市
内
に
住
所
が

あ
り
、
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す

人　

①
65
歳
以
上　

②
施
設
に
入

所
し
て
い
な
い　

③
介
護
保
険
の

要
介
護
度
が
４
ま
た
は
５　

④
介

護
保
険
の
保
険
料
段
階
が
第
３
段

階
以
下
（
世
帯
全
員
が
住
民
税
非

課
税
）
⑤
生
活
保
護
を
受
け
て
い

な
い　

⑥
在
宅
重
度
障
害
者
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人

　

●
老
人
居
室
整
備
資
金
／
60
歳

以
上
の
人
と
同
居
し
て
い
る
か
、

こ
れ
か
ら
同
居
し
よ
う
と
す
る
人

が
、
高
齢
者
専
用
の
居
室
を
備
え

た
住
宅
を
建
築
す
る
際
の
必
要
な

資
金
融
資
を
斡
旋
し
、
利
子
を
全

額
助
成
し
ま
す
。

　

●
民
間
賃
貸
住
宅
入
居
保
証
料

助
成
／
70
歳
以
上
の
独
り
暮
ら
し

か
、
配
偶
者
の
一
方
が
70
歳
以
上

の
夫
婦
世
帯
で
、
市
民
税
非
課
税

給
付
・
助
成
・
融
資
な
ど

満年齢 金　額
75歳 20,000円
77歳 20,000円
80歳 20,000円
85歳 20,000円
88歳 25,000円
90歳 30,000円
95歳 30,000円

    99歳以上 50,000円

高齢者の皆さんへお知らせ

いきいきとした生活を支援する

福祉事業･制度 ぜひご活用を

力作とともににっこり（松原会館の趣味講座｢やさしい水彩画入門｣の皆さん）

　市内には65歳以上のかたが、人
口の22.8％に当たる16,627人い
らっしゃいます（８月１日現在）。
今月21日は敬老の日です。そこで
４、５㌻では、皆さんが元気に暮ら
せるよう市が実施している、福祉
事業や制度についてご紹介します。

― 問い合わせ ―
 介護保険室（☎433･7756）

■消防団員募集／市内在住の18～54歳までの健康で消防･防災活動に意欲のある人 詳細＝消防本部（☎441･0117）
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●
趣
味
の
高
齢
者
作
品
展
／
17

日
～
21
日
の
正
午　

中
央
公
民
館 

高
齢
者
ク
ラ
ブ
な
ど
に
加
入
し
て

い
る
皆
さ
ん
の
作
品
（
書
道
、
絵

画
、写
真
ほ
か
）
を
展
示 

詳
細
＝

介
護
保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ぷ
ら
っ

と
わ
ら
び
無
料
パ
ス
／
無
料
パ
ス

を
提
示
す
る
と
、
運
賃
が
無
料
と

な
り
ま
す
。
対
象
＝
75
歳
以
上
の

市
民　

申
請
＝
平
日
の
午
前
８
時

半
～
午
後
５
時
に
、
身
分
証
明
書

（
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証

な
ど
年
齢
が
確
認
で
き
る
物
）、

証
明
写
真
（
縦
３
㌢
×
横
2.4
㌢
）

２
枚
を
持
ち
、
市
役
所
２
階
安
全

安
心
推
進
課（
☎
433
・
７
７
５
５
）

　

●
寝
具
乾
燥
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳

以
上
の
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

で
、
寝
具
類
の
乾
燥
や
消
毒
を
す

る
こ
と
が
困
難
な
独
り
暮
ら
し
の

高
齢
者
、ま
た
は
高
齢
者
世
帯
に
、

毎
月
１
回
（
11
月
～
３
月
は
月
２

回
）、
寝
具
乾
燥
車
を
派
遣
し
ま

す
。寝
具
の
洗
濯
は
年
１
回
で
す
。

　

●
配
食
サ
ー
ビ
ス
／
65
歳
以
上

の
独
り
暮
ら
し
や
夫
婦
世
帯
な
ど

で
、
食
事
の
用
意
を
す
る
の
が
難

し
い
場
合
、
１
食
４
０
０
円
で
、

温
か
い
夕
食
を
お
届
け
し
ま
す
。

　

●
訪
問
理
美
容
サ
ー
ビ
ス
／
介

護
保
険
の
要
介
護
４
か
５
の
寝
た

き
り
の
人
に
、
自
宅
で
利
用
で
き

る
割
引
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

　

●
日
常
生
活
用
具
購
入
費
の
補

助
／
日
常
生
活
で
火
災
警
報
器
、

電
磁
調
理
器
、
自
動
消
火
器
が
必

要
と
認
め
ら
れ
る
65
歳
以
上
の
人

に
、
購
入
費
の
一
部
ま
た
は
全
額

を
補
助
し
ま
す
。
所
得
税
非
課
税

の
人
は
自
己
負
担
な
し
。

　

●
歩
行
補
助
づ
え
が
も
ら
え
ま

す
／
歩
行
に
常
時
つ
え
が
必
要
な

65
歳
以
上
の
人

　

●
紙
お
む
つ
が
も
ら
え
ま
す
／

65
歳
以
上
の
人
で
常
時
お
む
つ
を

必
要
と
医
師
が
認
め
る
人
か
寝
た

き
り
で
常
時
お
む
つ
が
必
要
な
人

　

●
福
祉
連
絡
シ
ス
テ
ム
／
65
歳

以
上
で
体
が
弱
く
、
独
り
暮
ら
し

の
人
の
お
宅
に
、
受
信
セ
ン
タ
ー

と
直
結
し
た
専
用
機
器
を
設
置
し
、

緊
急
通
報
に
よ
る
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
や
救
急
車
の
要
請
な
ど

の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

●
老
人
憩
い
の
家
み
つ
わ
苑
／

交
流
プ
ラ
ザ
さ
く
ら
内
の
「
み
つ

わ
苑
」（
南
町
２
丁
目
）は
、60
歳
以

上
の
人
が
利
用
で
き
ま
す
。
▼
囲

碁
将
棋
サ
ロ
ン
／
月
～
土
曜
日
の

午
後
１
時
～
４
時
半 
初
心
者
、女

性
歓
迎　

▼
喫
茶
ひ
だ
ま
り
／
原

則
月
２
回 

水
曜
日（
今
月
は
16

日
・
30
日
） 

午
後
１
時
半
～
３
時 

▼
ス
カ
イ
ウ
エ
ル
／
交
流
電
圧
電

位
治
療
器
が
利
用
可
。
午
前
９
時

～
11
時
40
分
、
午
後
１
時
～
４
時

40
分　

※
こ
の
他
、催
し
も
開
催
。

詳
細
＝
同
施
設（
☎
432・７
２
７
１
）

　

●
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
①
松

原
会
館（
錦
町
３
丁
目
）と
②
け
や

き
荘（
塚
越
５
丁
目
）が
あ
り
ま
す
。

対
象
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の

人　

健
康
体
操
や
俳
句
な
ど
の
講

座
で
教
養
を
広
げ
な
が
ら
友
達
づ

く
り
を
。
今
月
の
休
館
日
＝
①
日

曜
日
、
22
日
～
24
日　

詳
細
＝
①

同
館
（
☎
443
・
６
５
４
２
） 

②
介

護
保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

　

●
高
齢
者
ク
ラ
ブ
／
市
内
に
は

25
の
ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人
が
入
会
で
き
ま
す
。

詳
細
は
最
寄
り
の
ク
ラ
ブ
へ
。

　

●
蕨
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
／
原
則
60
歳
以
上
の
健
康
で
働

く
意
欲
と
体
力
の
あ
る
人　

登
録

制
。
問
い
合
わ
せ
＝
同
セ
ン
タ
ー

（
☎
433
・
０
９
６
２
）

　

●
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
／

介
護
・
福
祉
・
医
療
・
権
利
擁
護
な

ど
の
支
援
を
行
い
ま
す
。　

担
当
地

区
／
錦
町
・
中
央
・
北
町
＝
蕨
市
第

一
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー（
434
・

６
７
２
１
） 

南
町
・
塚
越
＝
蕨
市

第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
290
・
８
５
８
７
）
▼
介
護
予
防

サ
ポ
ー
タ
ー｢

い
き
い
き
わ
ら
び
」

養
成
研
修
／
住
民
運
営
に
よ
る
介

護
予
防
教
室
で
健
康
づ
く
り
に
協

力
し
て
く
れ
る
人
を
募
集
。
10
月

７
日
～
11
月
25
日　

毎
週
水
曜
日 

午
後
１
時
半　

い
き
い
き
タ
ウ
ン

蕨（
南
町
２-

32-

20
）　

市
内
在
住

の
健
康
な
人　

30
人　

申
し
込
み

＝
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

▼
蕨
ぴ
ん
し
ゃ
ん
教
室
／
①
10
月

９
日
～
11
月
６
日　

毎
週
金
曜
日 

午
後
１
時
半 

南
公
民
館 

②
10
月

14
日
～
11
月
11
日　

毎
週
水
曜
日 

午
前
９
時
半 

け
や
き
荘 

転
倒
を

防
ぐ
運
動　

軽
い
運
動
が
で
き
る

65
歳
以
上
の
市
民 

先
着
30
人（
②

は
先
着
25
人
） 

申
し
込
み
＝
７
日

～
11
日
に
第
一
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー　

※
①
か
②
い
ず
れ
か
の

み
。 

▼
認
知
症
予
防
教
室
「
脳
は

つ
ら
つ
教
室
」
／
10
月
19
日
～
12

月
14
日　

月
曜
日　

全
５
回　

午

後
１
時
半　

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ル

ネ
サ
ン
ス
蕨（
中
央
１
丁
目
）　

65

歳
以
上
の
認
知
症
予
防
に
関
心
の

あ
る
市
民 

先
着
15
人 

申
し
込
み

＝
14
日
～
18
日
に
第
一
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー　

▼
脳
活
教
室
／

10
月
20
日
～
３
月
15
日　

火
曜
日 

全
20
回　

午
前
中　

い
き
い
き
タ

ウ
ン
蕨　

認
知
症
や
物
忘
れ
を
予

防　

65
歳
以
上
の
市
民　

先
着
30

人　

申
し
込
み
＝
７
日
か
ら
電
話

で
第
二
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

※
学
習
サ
ポ
ー
タ
ー
も
同
時
募
集
。

お
出
か
け
く
だ
さ
い

在
宅
で
の
サ
ー
ビ
ス

生
活
用
具
の
給
付
・
貸
与

充
実
し
た
毎
日
を

介
護
予
防
・
健
康

福祉事業・制度　ぜひご活用を

昨年のお年寄りを敬う会

　

●
お
年
寄
り
を
敬
う
会
／
19
日

（
土
） 

午
前
の
部（
午
前
９
時
半
～

11
時
半
）＝
錦
町
、南
町
、中
央
１
・

２
・
６
・７
丁
目
地
区　

午
後
の
部

（
午
後
２
時
半
～
４
時
半
）＝
塚
越
、

北
町
、
中
央
３
・
４
・５
丁
目
地
区 

市
民
会
館 

式
典（
長
寿
者
表
彰
、

お
祝
い
の
言
葉
な
ど
）、市
内
小
学

生
に
よ
る
敬
老
作
文
の
朗
読
、
マ

ジ
ッ
ク
・
歌
謡
シ
ョ
ー
、
蕨
少
年

少
女
合
唱
団
や
北
四
は
や
し
会
な

ど
の
発
表　

対
象
＝
77
歳
以
上
の

人
（
昭
和
13
年
９
月
30
日
以
前
に

生
ま
れ
た
人
） 

問
い
合
わ
せ
＝
介

護
保
険
室（
☎
433
・
７
７
５
６
）

■路上喫煙全面禁止区域／蕨駅・中山道本町通りと市役所周辺　詳細＝安全安心推進課生活環境係（☎443･3706）



6【　　】

広報WARABI　6

「
織
物
で
栄
え
た
蕨
。

　

そ
の
歴
史
を
紡
ぐ

　

夏
の
風
物
詩
が
華
や
か
に
」

ま
つ
り
の
始
ま
り
は
昭
和
26
年
。

当
時
の
町
長
や
織
物
組
合
、
商

工
会
議
所
な
ど
が
織
物
で
栄
え
た
歴
史

を
伝
え
る
と
と
も
に
、
町
の
商
工
業
の

発
展
を
願
い
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

65
回
目
と
な
る
今
年
は
、
８
月
６
日

か
ら
９
日
ま
で
の
開
催
で
し
た
。
優
雅

な
装
飾
が
施
さ
れ
た
七
夕
飾
り
、
風
に

な
び
い
て
金
や
銀
色
に
輝
く
吹
き
流
し
。

蕨
駅
西
口
駅
前
通
り
の
沿
道
が
華
や
か

に
彩
ら
れ
る
と
24
万
人
の
人
出
で
に
ぎ

わ
い
、｢

き
れ
い
な
飾
り
だ
ね｣

、｢

わ

た
あ
め
食
べ
た
ー
い｣

と
、
会
場
中
に

あ
ふ
れ
て
い
た
の
は
、
子
ど
も
か
ら
大

人
ま
で
、皆
さ
ん
の
明
る
い
声
で
し
た
。

　

機
ま
つ
り
―
。
蕨
の
歴
史
や
文
化
に

触
れ
ら
れ
る
伝
統
行
事
で
は
、
家
族
や

友
人
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
通
じ
て
、

七
夕
飾
り
に
負
け
な
い
く
ら
い
の
ま
ば

ゆ
い
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

機

わ
ら
び

ま
つ
り

第 65 回

機
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①②祭りをいっそう盛り上
げる恒例の手踊り　③歴史
に触れられる機織り体験　
④沿道を彩る趣向を凝らし
た七夕飾り　⑤８日・９日
に限定販売されたわらびり
んごサイダーで「かんぱー
い」　⑥じっと見つめる先
にはお気に入りの吹き流し
⑦お祭りといえばやっぱり
これだね！　⑧大盛り上が
りだった織姫広場やスター
ライトステージでの発表　
⑨「カシャッ」、上手に撮れ
たかな？　⑩親子連れや友
人と訪れた見物客でにぎわ
う駅前通り　⑪いちばんの
お土産は楽しかった思い出

1

2
34

6

5

7

8

9

10

11



広報WARABI　8■住民票の写し等の交付に係る本人通知制度／本人以外に交付の際に登録者へ通知　詳細＝市民課（緯433・7751）

情
報
ダ
イ
ヤ
ル

　

掲
載
は
無
料
。
申
し
込
み
は
秘

書
広
報
課（
緯
433
・７
７
０
３
）へ
。

〔
仲
間
に
な
り
ま
せ
ん
か
〕

▼
ね
こ
の
み
み（
市
民
交
流・談
話
） 

月
１
回
木
曜
日　
正
午　
市
内　
５
０

０
円
≪
北
田
・
緯
432
・
８
５
０
１
≫

▼
蕨
北
町
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団　

土
・
日
曜
日
・
祝
日　

北

小
学
校　

月
１
５
０
０
～
２
０
０

０
円
（
未
就
学
児
は
年
間
１
０
０

０
円
）　

年
中
～
小
学
生
≪
小
泉
・

緯
090
・
４
９
４
８
・
５
９
３
６
≫

▼
Ａ
Ｂ
Ｃ
キ
ッ
ズ（
幼
児
英
会
話
） 

月
３
回
水
曜
日　

午
前
10
時　

中

央
公
民
館
か
旭
町
公
民
館　

月
２

３
０
０
円　

未
就
園
児
≪
野
上
・

緯
090
・
４
６
２
２
・
３
８
６
４
≫

▼
英
会
話
ハ
ッ
ピ
ー
ク
ラ
ブ　

金

曜
日　

午
後
１
時
半　

中
央
公
民

館　

月
６
０
０
０
円　

初
心
者
歓

迎
≪
野
崎
・
緯
442
・
５
９
４
７
≫

▼
わ
ら
び
シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ

ブ　

26
期
生
募
集　

10
月
開
講　

第
１
・
３
月
曜
日　

午
後
１
時
半 

中
央
東
小
学
校
隣
・
旧
加
藤
文
具

２
階　
月
２
０
０
０
円（
別
途
冷
暖

房
費
・
テ
キ
ス
ト
代
）　

パ
ソ
コ
ン

持
参
≪
額
賀
・
緯
432
・５
２
１
７
≫

▼
ヨ
ー
ガ
シ
ャ
ン
テ
ィ　

木
曜
日 

午
後
１
時
半　
中
央
公
民
館　
月
２

０
０
０
円　
初
心
者
歓
迎
≪
小
澤
・

緯
090
・
７
７
３
６
・
８
９
６
８
≫

▼
中
国
文
学
読
書
会　

第
１
・
３

月
曜
日　

午
後
１
時　

南
公
民
館 

月
１
０
０
０
円
≪
小
出
・
緯
445
・

８
６
０
０
≫

調
査
結
果
は
、
選
挙
区
の
区

割
り
や
子
育
て
支
援
、
福
祉

施
策
、
災
害
対
策
な
ど
私
た

ち
の
身
近
な
暮
ら
し
に
役
立

て
ら
れ
ま
す
。

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
の
大

き
な
特
徴
は
、「
ス
マ
ー
ト
国

勢
調
査
」
と
し
て
、
初
め
て

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
回
答
が

可
能
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

パ
ソ
コ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

か
ら
、
期
間
中
で
あ
れ
ば
い

つ
で
も
、
好
き
な
時
間
に
回

答
す
る
こ
と
が
で
き
、
皆
さ

ん
の
負
担
軽
減
や
利
便
性
の

向
上
と
と
も
に
、
正
確
か
つ

効
率
的
な
統
計
の
作
成
が
図

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

そ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
を
推

進
し
て
い
る
今
回
の
国
勢
調

査
。
調
査
方
法
は
、ま
ず
、総

リポート　そこが知りたい

　

大
正
９
年
か
ら
５
年
ご
と

に
行
わ
れ
て
い
る
国
勢
調
査

は
今
回
で
20
回
目
。
10
月
１

日
現
在
、
日
本
に
住
ん
で
い

る
全
て
の
人
及
び
世
帯
を
対

象
に
実
施
さ
れ
る
国
の
最
も

重
要
な
統
計
調
査
で
す
。

　

調
査
内
容
は
、
性
別
や
出

生
の
年
月
、
就
業
状
況
、
住

居
の
種
類
な
ど
、
世
帯
や
世

帯
員
に
関
す
る
項
目
で
す
。

ト
回
答
の
な
か
っ
た
世
帯
に

の
み
、
調
査
員
が
今
月
26
日

か
ら
30
日
ま
で
の
間
に
、
紙

の
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

回
答
は
従
来
ど
お
り
、
郵
送

い
た
だ
く
か
調
査
員
へ
直
接

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

調
査
票
の
記
入
方
法
に
不

安
な
ど
が
あ
る
か
た
は
、
調

査
員
、
ま
た
は
国
勢
調
査
コ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
が
可
能
に

平
成
27
年
は
「
ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
」

務
大
臣
か
ら
任
命
さ
れ
た
調

査
員
が
、
今
月
10
日
か
ら
12

日
ま
で
の
間
に
、「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
案
内
」

と「
回
答
用
Ｉ
Ｄ
」を
各
世
帯

に
配
布
し
ま
す（
左
囲
み
）。

案
内
に
し
た
が
っ
て
ウ
ェ
ブ

ペ
ー
ジ
に
ア
ク
セ
ス
し
、
期

間
内
に
ご
回
答
く
だ
さ
い
。

　

そ
の
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

　

10
月
１
日
を
調
査
期
日
と
し
て
全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
が
、
今
月
10
日
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
今
回
は
「
ス
マ
ー
ト
国
勢
調
査
」
と
し
て
、
調
査
票
の
配
布
に
先
行
し
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
が
実
施
さ
れ
ま
す
。そ
こ
で
今
月
は
、同
調
査
の
概
要
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

回答が日本の未来に身
近
な
暮
ら
し
つ
く
る

た
い
せ
つ
な
統
計
調
査

〈109〉

平成27年国勢調査の流れ

• 調査で金銭を要求すること
や、銀行口座の暗証番号、
クレジットカード番号をお
聞きすることはありません。

• 調査員は、総務大臣から任
命され､ ｢国勢調査員証」と
｢腕章｣を携帯しています。

詳細＝国勢調査コールセンター（緯0570・07・
2015）、庶務課国勢調査専用ダイヤル（緯430・7818）

～国勢調査を装った｢かたり詐欺｣にご注意を～

ネ
ッ
ト
回
答
の
導
入
で

皆
さ
ん
の
負
担
軽
減
に

ー
ル
セ
ン
タ
ー
ま
で
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

調
査
員
を
は
じ
め
、
国
勢

調
査
に
従
事
す
る
者
は
、「
統

計
法
」に
よ
り
、個
人
情
報
の

守
秘
義
務
が
課
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
回
答
内
容
は

厳
格
に
管
理
さ
れ
、
統
計
以

外
の
目
的
で
使
わ
れ
る
こ
と

は
、い
っ
さ
い
あ
り
ま
せ
ん
。

　

平
成
27
年
国
勢
調
査
は
、

少
子
高
齢
化
社
会
に
あ
る
日

本
の
未
来
を
描
く
上
で
、
欠

く
こ
と
の
で
き
な
い
デ
ー
タ

を
得
る
も
の
で
す
。
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

統
計
法
で
秘
密
は
厳
守

安
心
し
て
調
査
協
力
を

インターネット回答がなかった
世帯には調査員が調査票をお配りします!!

いつでもどこでも、便利に回答。パソコン、
タブレット、スマートフォンでの回答が可能に!!

インターネット回答は

９月10日～20日

調査票での回答は

10月１日～７日

９月10日～９月12日
インターネット回答用IDを配布

９月26日～９月30日
調査票を配布

９月10日～９月20日
インターネット回答

10月１日～10月７日
調査票の提出



9　広報WARABI

平和伝える樹木を植樹
　

戦
後
70
年
・
蕨
市
平
和
都

市
宣
言
30
周
年
記
念
事
業
と

し
て
、
８
月
６
日
、
市
民
公

園
で
被
爆
樹
木
の
植
樹
式
を

行
い
ま
し
た
。
式
典
で
は
広

島
で
被
爆
し
た
ア
オ
ギ
リ
の

二
世
を
植
樹
し
た
ほ
か
、
平

和
都
市
宣
言
の
朗
読
や
吹
奏

楽
の
演
奏
な
ど
が
披
露
さ
れ
、

訪
れ
た
１
０
０
人
は
平
和
へ

の
誓
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

映画祭に高畑監督登場

地域ぐるみで防災演習

　

８
月
22
日
、「
第
２
回
蕨
市

民
会
館
映
画
祭
」
が
同
会
館

で
開
か
れ
ま
し
た
。
ア
カ
デ

ミ
ー
賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
高た

か

畑は
た

勲い
さ
お

監
督
の
『
か
ぐ

や
姫
の
物
語
』
を
上
映
し
た

ほ
か
、
ゲ
ス
ト
に
高
畑
監
督

が
登
場
。映
画
だ
け
で
な
く
、

披
露
さ
れ
た
制
作
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
な
ど
に
、
観
客
は
終

始
魅
了
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
23
日
、
第
二
中
学
校

で「
総
合
防
災
演
習
」が
開
か

れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
操
作
訓
練

や
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
の
展
示

が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
蕨
市
聴

覚
障
害
者
協
会
や
避
難
行
動

要
支
援
者
の
参
加
も
あ
り
、

会
場
の
９
５
４
人
は
、
助
け

合
い
の
心
や
日
頃
の
備
え
の

重
要
性
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
、

毎
年
、
夏
休
み
体
験
講
座
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
８
月
７

日
に
は
、
美
し
さ
を
保
て
る

よ
う
加
工
し
た
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
を
使
っ
て
、
児

童
８
人
が
制
作
に
挑
戦
。
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
バ
ラ

や
ア
ジ
サ
イ
で
土
台
を
彩
り
、

世
界
に
一
つ
だ
け
の
す
て
き

な
作
品
を
作
り
上
げ
ま
し
た
。

笑顔咲かせる体験講座

■保育士就職面接会＆説明会／14日　午後1時　キュポ・ラ（川口駅東口）　詳細＝ハローワーク川口（緯251・2901）

ま
　
ち
　
の
　
　
話
　
題

▼
南
囲
碁
ク
ラ
ブ　

火
曜
日　

午

前
９
時
半　
南
公
民
館　
無
料
≪
井

上
・
緯
442
・
０
２
５
９
≫

▼
日
本
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
わ
ら
び

中
央　

火
曜
日
＝
午
後
１
時
半　

水
曜
日
＝
午
後
２
時　

中
央
公
民

館　

月
２
０
０
円
≪
新
保
・
緯

090
・
１
８
１
１
・
１
６
３
６
≫

〔
参
加
し
ま
せ
ん
か
〕

▼
リ
カ
バ
リ
ー
に
役
立
つ
薬
の
話

（
当
事
者
・
家
族
学
習
会
）　

10
月

８
日　

午
後
２
時　

川
口
保
健
所 

講
師
＝
井
高
亜
子
さ
ん
（
精
神
科

薬
物
療
法
認
定
薬
剤
師
）　
精
神
疾

患
か
ら
の
回
復
や
社
会
参
加
に
つ

い
て
≪
小
川
・
緯
441
・
０
４
５
３
≫

▼
健
康
講
演
と
ギ
タ
ー
・
ウ
ク
レ

レ
の
生
演
奏
会　

10
月
25
日　

午

後
１
時
20
分　
市
民
会
館
≪
平
田
・

緯
090
・
３
１
３
１
・
９
３
９
９
≫

▼「
浦
島
太
郎
伝
説
」参
加
者
説
明

会　
26
日　
午
後
３
時　
わ
ら
び
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
≪
日

帰
り
旅
倶
楽
部
・
岩
本
・
緯
090
・

３
４
３
１
・
４
２
９
５
≫

▼
寺
子
屋
パ
ザ
パ
「
ホ
ッ
ト
フ
ラ

体
験
」　
27
日　
午
前
11
時　
１
５
０

０
円　
会
場
は
電
話
確
認
≪
杉
岡
・

緯
090
・
１
７
７
４
・
３
９
７
１
≫

▼
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　
２
日
・
16

日
・
24
日　
午
後
１
時　
く
る
る　
４

９
９
円
≪
犬
塚・
緯
441・７
３
７
３
≫

▼
火
曜
会
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー　

15
日　

午
後
１
時
15
分　

く
る
る 

６
０
０
円
≪
池
田
・
緯
431
・
３
０

９
５
≫

▼
セ
ピ
ア
の
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー 

21
日　

午
後
１
時
15
分　

く
る
る 

６
０
０
円
≪
貫
井
・
緯
080
・
５
４

０
１
・
１
７
５
３
≫

文化交流では
「わらび音頭」
を披露。全員
で踊りに挑戦

褐炭採掘所の
見学は、エネ
ルギー問題を
考える機会に

　13回目の国際青少年キャンプがド
イツ東部・マッヘルン市で開かれま
した。「力を入れて 元気に 未来へ向
かう」をテーマにドイツ､ポーランド
とともに蕨市から参加した13人は、
スポーツや文化交流､ ホームステイ
などを経験。言葉や習慣の壁を越え
て育んだ友情や思い出は、今後の成
長の大きな糧となることでしょう。

　英語圏以外の国を訪れたのは
初めてで、文化交流では踊りの
振り一つ伝えるのに大苦戦。「英
語だけでは足りない」と、強く実
感しました。また、平和や環境に
ついて学ぶ機会も多く、視野を
広げる貴重な経験になりました。

植
うえ

村
むら

 凪
なぎ

沙
さ

さん
中央７丁目・16歳

　

８
月
26
日
、
河か

わ

鍋な
べ

暁き
ょ
う

斎さ
い

記

念
美
術
館
（
南
町
４
丁
目
・

河
鍋
楠く

す

美み

館
長
）
と
連
携
協

定
を
締
結
し
ま
し
た
。
協
定

は
幕
末
か
ら
明
治
時
代
に
か

け
て
活
躍
し
た
、天
才
絵
師
・

河
鍋
暁
斎
の
作
品
を
多
数
所

蔵
す
る
同
美
術
館
と
連
携
し
、

美
術
文
化
を
は
じ
め
、
文
化

の
振
興
や
ま
ち
づ
く
り
な
ど

に
生
か
し
て
い
く
も
の
で
す
。

河 鍋
暁 斎 記念美術館と協定

参加者に聞きました!!

国際青少年キャンプ　
in マッヘルン

期間：７月24日～８月４日

視野を広げる
　きっかけの場
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「ヘルプカード」の概要（詳細＝福祉総務課 緯433・7754）

→橋良臣さん（登校拒否文化医学研究所所長）　ところ・申し込み＝10月2日までに電話で川口保健所（緯262・6111）

ワ
ラ
ビ　

あ
れ
っ
、
駅
に
た

く
さ
ん
の
人
が
い
る
よ
。

お
母
さ
ん　

駅
員
さ
ん
の
放

送
に
よ
る
と
、
事
故
で
電
車

が
止
ま
っ
て
い
る
み
た
い
ね
。

ワ
ラ
ビ　

ね
ぇ
、
あ
そ
こ
に

辺
り
を
不
安
そ
う
に
見
渡
し

て
い
る
人
が
い
る
。

お
母
さ
ん　

あ
ら
、
か
ば
ん

に
付
け
て
い
る
あ
の
カ
ー
ド

は
…
。
少
し
待
っ
て
て
。「
す

み
ま
せ
ん
、ど
う
し
ま
し
た
」。

ワ
ラ
ビ　

あ
っ
、
お
母
さ
ん

が
カ
ー
ド
を
見
せ
て
も
ら
っ

た
後
、
な
に
か
紙
に
書
い
て

い
る
。解
決
し
た
み
た
い
だ
。

お
母
さ
ん　

お
待
た
せ
。
聴

覚
に
障
害
の
あ
る
人
で
状
況

が
分
か
ら
な
か
っ
た
み
た
い
。

ワ
ラ
ビ　

そ
っ
か
～
。
で
も

カ
ー
ド
で
地
域
の
支
え
合
い
が
ス
ム
ー
ズ
に

所
持
者
が
困
っ
て
い
た
ら
ま
ず
は
声
か
け
を

さ
っ
き
の
カ
ー
ド
は
な
に
？

お
母
さ
ん　

ヘ
ル
プ
カ
ー
ド

（
左
下
囲
み
）よ
。
実
は
私
も

最
近
知
っ
た
ば
か
り
な
の
。

せ
っ
か
く
だ
か
ら
、
市
役
所

に
聞
き
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

ワ
ラ
ビ　

こ
ん
に
ち
は
。
ヘ

ル
プ
カ
ー
ド
に
つ
い
て
教
え

て
く
だ
さ
い
。

職
員　

こ
の
カ
ー
ド
は
障
害

の
あ
る
人
な
ど
が
困
っ
て
い

た
り
、
助
け
て
ほ
し
か
っ
た

り
す
る
と
き
に
周
囲
へ
助
け

を
求
め
る
た
め
の
物
で
す
。

ワ
ラ
ビ　

だ
か
ら
、
駅
で
お

母
さ
ん
は
分
か
っ
た
ん
だ
ね
。

職
員　

一
見
、
障
害
が
あ
る

か
分
か
ら
な
い
人
に
、
特
に

有
効
と
さ
れ
、
先
月
か
ら
希

望
者
に
配
布
し
て
い
ま
す
。

ワ
ラ
ビ　

大
き
さ
は
普
通
の

カ
ー
ド
と
同
じ
な
ん
だ
ね
。

お
母
さ
ん　

ホ
ル
ダ
ー
に
入

れ
て
首
か
ら
下
げ
た
り
、
か

ば
ん
に
付
け
た
り
す
る
の
よ
。

ワ
ラ
ビ　

ど
ん
な
こ
と
が
カ

ー
ド
に
書
か
れ
て
い
る
の
？

職
員　

そ
の
か
た
の
名
前
な

ど
の
ほ
か
、
配
慮
し
て
ほ
し

い
内
容
や
緊
急
連
絡
先
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。

お
母
さ
ん　

駅
で
は
カ
ー
ド

を
提
示
さ
れ
た
か
ら
、
記
載

内
容
に
沿
っ
て
、
状
況
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
た
わ
。

職
員　

使
用
者
は
困
り
ご
と

を
う
ま
く
伝
え
ら
れ
な
い
場

合
も
あ
る
の
で
緊
急
時
や
災

親と子の
ニュースの
小窓

障害のある人とない人の
お互いの心をつなぐ

ヘルプカード
　皆さんは「ヘルプカード」をご存じ
ですか。これは障害のあるかたなど
で「困った」、「助けてほしい」といっ
たことを自らうまく伝えられない人
が、周囲へ支援を求めるのに有効な
カードです。今月は現在、希望者に配
布中の同カードについて紹介します。 　

害
時
の
ほ
か
、
日
常
生
活
で

支
援
に
も
つ
な
げ
ら
れ
ま
す
。

お
母
さ
ん　

い
ろ
ん
な
場
面

で
役
立
ち
そ
う
ね
。

職
員　

カ
ー
ド
を
持
っ
た
人

が
困
っ
て
い
た
ら
、
ぜ
ひ
、

「
ど
う
し
ま
し
た
か
？
」と
、

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

ワ
ラ
ビ　

目
印
に
な
る
ね
。

職
員　

仕
様
は
障
害
者
団
体

や
関
係
者
な
ど
か
ら
も
意
見

を
伺
い
作
成
し
た
ん
で
す
よ
。

お
母
さ
ん　

本
人
だ
け
で
な

く
、
家
族
や
支
援
者
の
不
安

も
和
ら
ぐ
で
し
ょ
う
ね
。

職
員　

普
及
が
進
む
都
内
で

は
、「
役
に
立
っ
た
」と
い
う

声
も
届
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

お
母
さ
ん　

手
助
け
が
必
要

な
人
と
、
手
助
け
が
で
き
る

人
と
を
つ
な
ぐ
カ
ー
ド
ね
。

職
員　

は
い
。
よ
り
多
く
の

人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
活
用

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
ね
。

ワ
ラ
ビ　

み
ん
な
に
教
え
て

あ
げ
な
く
ち
ゃ
ね
！

　

▼道に迷った、パニック
　や発作、病気のとき

こんなときに役立ちます

＜表面＞ ＜記載されている主な内容＞

▼家族に緊急で連絡を取
　りたいとき

▲ちょっとした手助けが
　必要なとき

○○○
○ ○ ○

○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○

○○○○ ○○○○

○○○ ○○○○

○○○ ○○○○
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恭
きょう

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

圭
けい

輔
すけ

ちゃん
（２歳９か月）

左
ひだり

　　武
たけ

史
し

さん　
裕
ゆ

美
み

子
こ

さんの
二男・三男　 　

　　南町３丁目

康
こう

太
た

ちゃん
（１歳10か月）

藤
ふじ

井
い

　康
やす

詔
あき

さん　
由
ゆ

夏
か

さんの
長男　　　　

　　南町１丁目

ひきこもりに関する講演会／10月3日　午後2時　当事者（16歳以上）の家族・関心のある人　先着80人　講師＝高→

　
「
少
し
恥
ず
か
し
が
り
屋

だ
け
ど
、
誰
に
で
も
笑
顔
を

振
り
ま
く
康
太
。
な
か
で
も

大
好
き
な
の
が
パ
パ
で
す
。

仕
事
か
ら
帰
っ
て
く
る
と
、

寝
る
と
き
以
外
は
ず
っ
と
く

っ
つ
い
て
離
れ
ま
せ
ん
。
話

せ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、

『
マ
マ
』
よ
り
『
パ
パ
』
の

方
が
先
だ
っ
た
ん
で
す
よ
。

最
近
、
同
い
年
の
彼
女
が
で

き
て
、
い
っ
し
ょ
に
遊
ん
だ

り
手
を
つ
な
い
だ
り
し
な
が

ら
、
い
っ
そ
う
明
る
い
笑
顔

を
見
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
康

太
。こ
れ
か
ら
も
、み
ん
な
に

好
か
れ
る
子
で
い
て
ほ
し
い

で
す
」と
、母
親
の
由
夏
さ
ん
。

　

わ
が
家
の
ア
イ
ド
ル
－521－

かるた
ヘルスケア

　

加
齢
と
と
も
に
低
下
す
る

足
の
筋
力
強
化
に
つ
い
て
、

健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
推

奨
さ
れ
る
運
動
の
強
さ
は
、

息
切
れ
と
汗
ば
む
程
度
の
有

酸
素
運
動
を
週
に
２
回
以
上

と
連
載
中
に
既
述
し
ま
し
た
。

運
動
習
慣
の
な
い
か
た
や
高

齢
の
か
た
に
は
、
な
か
な
か

難
し
い
こ
と
で
す
。
加
齢
と

と
も
に
心
拍
数
も
少
な
く
な

る
な
ど
の
こ
と
か
ら
、
お
友

達
と
談
笑
し
な
が
ら
や
、
鼻

歌
交
じ
り
で
楽
し
み
な
が
ら

「
る
ん
る
ん
ペ
ー
ス
」
で
の

お
散
歩
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。

　

秋
の
気
配
と
と
も
に
過
ご

し
や
す
さ
を
感
じ
る
こ
の
頃
、

る
ん
る
ん
ペ
ー
ス
で
お
散
歩

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

DE

蕨
市
立
病
院

柴し
ば

田た 

優ゆ
う

子こ 

医
師

柴
田
医
師
の
健
康
増
進
外
来
は

木
曜
日
午
後
。
詳
細
は
市
立
病

院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
を

る
ん
る
ん
ペ
ー
ス

る

200万人目となった

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
と

財
産
を
守
る
消
防
で
は
、
災

害
の
時
に
迅
速
な
行
動
が
と

れ
る
よ
う
、
消
防
隊
員
が

日
々
、
訓
練
に
励
ん
で
い
ま

す
。
そ
う
し
た
積
み
重
ね
の

結
果
、蕨
市
消
防
チ
ー
ム
が
、

救
助
技
術
を
競
い
合
う
大
会

（
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
出
）

に
お
い
て
、
見
事
、
地
区
大

会
、
県
大
会
、
関
東
大
会
を

勝
ち
抜
き
、
先
月
、
神こ

う

戸べ

市

で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
消
防

救
助
技
術
大
会
」
に
初
め
て

の
出
場
を
果
た
し
ま
し
た
。

蕨
の
よ
う
な
小
さ
な
自
治
体

の
消
防
か
ら
全
国
大
会
に
出

場
す
る
こ
と
は
画
期
的
な
事

で
あ
り
、
蕨
の
消
防
が
全
国

に
通
用
す
る
力
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

蕨
で
は
、
消
防
力
の
強
化

や
公
共
施
設
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
の
耐
震
化
、
防
災
リ
ー
ダ

ー
研
修
や
自
主
防
災
会
と
連

携
し
た
障
害
の
あ
る
方
々
等

へ
の
避
難
行
動
支
援
計
画
策

定
、
家
具
転
倒
防
止
へ
の
補

助
な
ど
、
自
助
、
共
助
、
公

助
の
連
携
に
よ
る
防
災
都
市

づ
く
り
を
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
位
置

付
け
、
推
進
し
て
い
ま
す
。

先
月
23
日
に
開
催
し
た
総
合

防
災
演
習
に
は
、
多
く
の
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た

だ
き
ま
し
た
が
、今
後
と
も
、

オ
ー
ル
蕨
の
力
で
災
害
に
強

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市長　賴 髙 英 雄

蕨の消防チームが
救助技術の全国大会に初出場

81

市民と市長の面会日
　面会日は毎月第１木曜日。
今月は３日です。10月は１日
です。時間は午後１時～５時
を予定しています。
　ご希望のかたは秘書広報課

（緯433・7701）へご連絡を。

　

１
０
０
０
個
の
水
風
船
を
前
に
気
合

い
た
っ
ぷ
り
の
子
ど
も
た
ち
。
合
図
と

と
も
に
水
し
ぶ
き
と
歓
声
が
飛
び
交
っ

た
の
は
、
８
月
20
日
、
錦
町
児
童
館
の

「
あ
そ
び
ト
ラ
イ
ア
ル
」（
池い

け

上が
み

剛つ
よ
し

講
師
）

で
す
。
白
熱
し
た
水
風
船
合
戦
の
ほ
か

に
、
ク
イ
ズ
に
正
解
し
な
い
と
頭
上
で

水
風
船
を
割
ら
れ
る
ゲ
ー
ム
に
も
挑
戦
。

勢
い
よ
く
破
裂
し
て
水
を
か
ぶ
っ
て
も
、

不
発
で
拍
子
抜
け
し
て
も
、
そ
の
ど
き

ど
き
感
が
た
ま
ら
ず
、「
も
う
１
回
！
」と

み
ん
な
の
リ
ク
エ
ス
ト
は
止
ま
り
ま
せ

ん
。
ず
ぶ
ぬ
れ
に
な
り
な
が
ら
思
い
っ

切
り
夏
を
満
喫
し
た
児
童
30
人
は
、
ま

た
一
つ
楽
し
い
思
い
出
が
増
え
ま
し
た
。

子どもクラブ水風船で暑さを吹き飛ばせ！

錦町児童館
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然
本
来
の
素
材
に
こ
だ
わ

り
、
手
作
り
の
レ
シ
ピ
や

家
庭
で
で
き
る
工
夫
な
ど
、
健
康

的
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
提
案
し

て
い
る
の
は
、
鵜
納
里
々
花
さ
ん

（
43
歳
・
中
央
３
丁
目
）。
現
在
は

子
育
て
中
の
マ
マ
を
中
心
に
、
市

内
の
教
室
や
わ
ら
び
学
び
あ
い
カ

レ
ッ
ジ
の
講
座
な
ど
で
自
然
由
来

の
生
活
の
魅
力
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

幼
い
頃
か
ら
日
本
の
伝
統
食
や

保
存
食
な
ど
、
母
親
の
手
作
り
の

食
事
に
親
し
ん
で
き
た
鵜
納
さ
ん
。

食
養
生
や
健
康
法
な
ど
に
精
通
し
、

社
会
人
と
し
て
も
知
識
を
生
か
し

て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
自
ら
も
出

産
後
、
そ
の
重
要
性
を
い
っ
そ
う

実
感
す
る
よ
う
に
。「
子
ど
も
た

ち
に
も
自
然
で
安
心
で
き
る
物

を
」
と
、
季
節
や
体
調
の
変
化
に
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回
発
行　

印
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・
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秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
自然派ライフスタイリスト　　

鵜
う

納
のう

 里
り

々
り

花
か

 さん

自

心と体に優しい自然素材を

応
じ
た
食
材
を
取
り
入
れ
、
手
作

り
の
子
育
て
を
実
践
し
ま
す
。
そ

う
し
た
か
い
も
あ
り
、
２
人
の
息

子
さ
ん
は
病
院
に
頼
る
こ
と
も
な

く
、
幼
稚
園
で
は
皆
勤
賞
。
そ
の

姿
を
目
に
し
た
マ
マ
友
た
ち
か
ら

秘
訣け

つ

を
聞
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
を
き
っ
か
け
に
、
３
年
前
か
ら

地
域
で
活
動
を
始
め
ま
し
た
。

　

一
見
、
手
間
が
か
か
る
と
思
わ

れ
が
ち
な
自
然
素
材
で
す
が
、
鵜

納
さ
ん
の
モ
ッ
ト
ー
は
あ
く
ま
で

｢

主
婦
目
線｣

。
教
室
で
扱
う
の
も

近
所
の
ス
ー
パ
ー
で
手
に
入
る
身

近
な
素
材
で
す
。
青
梅
や
新
生
姜

で
仕
込
む
果
実
酢
、
添
加
物
や
香

料
を
使
わ
な
い
素
朴
な
味
わ
い
の

甘
納
豆
、
更
に
は
ア
ロ
マ
で
作
る

無
添
加
の
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
な
ど
、

ふ
だ
ん
の
生
活
で
無
理
な
く
楽
し

め
る
物
ば
か
り
。
ま
た
、
教
室
で

は
長
年
の
経
験
を
基
に
、
材
料
の

特
徴
や
添
加
物
を
上
手
に
避
け
る

生
活
の
知
恵
な
ど
を
紹
介
す
る
こ

と
で
、
参
加
者
が
自
宅
で
も
実
践

で
き
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

｢

家
族
が
健
康
だ
と
マ
マ
自
身

の
生
活
も
輝
く
ん
で
す
よ｣

と
、

語
る
鵜
納
さ
ん
は
、
来
月
、
わ
ら

び
学
び
あ
い
カ
レ
ッ
ジ
の
講
座

（
詳
細
は
今
月
号
の
折
り
込
み
ち

ら
し
）
で
講
師
を
務
め
ま
す
。
自

然
素
材
で
育
む
心
と
体
の
健
康
―
。

そ
ん
な
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
触

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

「楽しむのが長続きのポイント」と鵜納さん

輝

いて
ます

　
「
蕨
市
民
公
園
を
き
れ
い
に
す
る

会
」
は
、
蕨
市
民
公
園
の
自
主
管
理

団
体
と
し
て
平
成
10
年
に
発
足
し
、

毎
週
土
曜
日（
午
前
９
時
）、
特
に
第

４
土
曜
日
に
は
多
く
の
会
員
が
集
い
、

清
掃
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

も
と
も
と
、「
地
元
の
憩
い
の
場
を

た
い
せ
つ
に
し
た
い
」と
、地
域
の
有

志
が
集
ま
り
、
清
掃
活
動
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
の
後
、「
よ
り
多
く
の

人
に
活
動
を
広
め
た
い
」と
、会
と
し

て
設
立
。
わ
ら
び
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
市
民
活
動
団
体
登

録
な
ど
を
経
て
、
現
在
で
は
、
85
人

の
会
員
が
所
属
し
て
い
ま
す
。
地
元

を
は
じ
め
、
北
町
や
錦
町
地
区
の
ほ

か
、
職
場
が
近
い
な
ど
の
ご
縁
で
県

外
や
外
国
の
か
た
も
い
る
ん
で
す
よ
。

　

ま
た
、
春
に
は
、
同
園
で
開
催
の

桜
ま
つ
り
で
ご
み
の
分
別
指
導
も
行

っ
て
い
る
ほ
か
、
毎
年
８
月
に
は
、

塚
越
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
委
員
会
主
催
の

平
和
事
業
の
な
か
で
、
平
和
之
母
子

像
の
清
掃
も
お
手
伝
い
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
活
動
の
場
で
は
、
清
掃

を
通
じ
て
爽
や
か
な
交
流
も
広
が
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
運
動
や
散
歩

が
て
ら
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

興
味
の
あ
る
か
た
は
千
葉
（
☎
441
・

０
２
７
５
）ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

千
ち

葉
ば

　馨
かおる

 会長

平和之母子像の清掃を終えて（８月１日）

～ 蕨市民公園をきれいにする会 ～

紹介します！ 皆さんの市民活動

キラリ‼　
　みんなの力

地
域
思
う
気
持
ち
の
下
に

広
が
る
清
掃
と
交
流
の
輪

　

こ
の
コ
ラ
ム
で
は
、
わ
ら
び

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
☎
445
・
７
２
５
６
）の
市
民
活
動

登
録
団
体
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

メッセージ


